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    For over the past 200 years, the burning of fossil fuels, such as coal and oil, and 

deforestation have caused the concentrations of heat-trapping "greenhouse gases" to increase 

significantly in our atmosphere. These gases prevent heat from escaping to space, somewhat 

like the glass panels of a greenhouse.  
   Greenhouse gases are necessary to life as we know it, because they keep the planet's 

surface warmer than it otherwise would be. But, as the concentrations of these gases continue 

to increase in the atmosphere, the Earth's temperature is climbing above past levels. According 

to NOAA* and NASA data, the Earth's average surface temperature has increased by about 0.7 

to 0.8 ºC in the last 100 years. The eight warmest years on record (since 1850) have all 

occurred since 1998, with the warmest year being 2005. Most of the warming in recent decades 

is very likely the result of human activities. Other aspects of the climate are also changing such 

as rainfall patterns, snow and ice cover, and sea level. 

  If greenhouse gases continue to increase, climate models predict that the average 

temperature at the Earth's surface could increase from 1.8 to 4.0 ºC above 1990 levels by the 

end of this century. Scientists are certain that human activities are changing the composition of 

the atmosphere, and that increasing the concentration of greenhouse gases will change the 

planet's climate. But they are not sure by how much it will change, at what rate it will change, 

or (the / what / will / exact / be / effects).  
   Greenhouse gases are emitted as a result of the energy we use by driving and using 

electricity and through other activities that support our quality of life like growing food and 

raising livestock. Greenhouse gas emissions can be minimized through simple measures like 

changing light bulbs in your home and properly inflating your tires to improve your car's fuel 

economy.  
EPA  

*NOAA
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EPA



 

it otherwise would be

 
at-mos-phere  as-pect  pre-dict  pat-tern oc-cur 

 

 
. The average temperature at the Earth's surface has increased by about 0.7 to 0.8 ºC in 

the last decade. 

. The eight warmest years on record (since 1850) are 1998, 1999, 2000, 2001, 2002, 

2003, 2004, 2005.  

. Climate models foretell that the Earth's average surface temperature could increase 

from 1.8 to 4.0 ºC above 1990 levels by the year 2100. 

. Scientists are convinced on the critical changes occurring on the Earth and at what rate 

these changes occur. 

. Green colored plants grown in houses release many gases to the environment. 

 

 livestock  

. a live performance by a musical band 

. animals that are kept on a farm  

. cost of living as calculated by a stockholding company 
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(b) emission  

１. an amount of gas, heat or light that is sent out 

２. to be absorbed by a liquid, especially when mixed 

３. to take something in, especially gradually 

 

(c) minimize  

１. to control an activity or process, especially by having rules 

２. to make the degree or amount of something as small as possible  

３. to keep something within a particular amount, number or level 

 

(d) measures  

１. the size, length, weight or amount of something 

２. action that is intended to deal with a problem  

３. a note to aid the memory about past events 

 

(e) inflating  

１. filling with air 

２. replacing to new ones 

３. setting on fire easily 
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英語 解答用紙 その１ 

受験番号  
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しておくこと。 
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※ここは空欄に 

しておくこと。 
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必要なら，つぎの原子量を用いよ。  H = 1， C = 12， N = 14， O = 16  

 

理科（解答はすべて解答用紙に記入すること） 
 
 1    次の文章を読み，各問いに答えなさい。 

エチレンは工業的には空気による酸化によって合成される。実験室では，油浴を①160～170 ℃に保ちな

がら，②濃硫酸中にエタノールを少しずつ加えることにより発生させることができる。エチレンは様々な工

業製品の原料として重要であり，例えば，③アセトアルデヒドはエチレンに触媒存在下酸素を作用させるこ

とにより合成することができる。また，適当な触媒を用いると④付加重合が起こり，ポリエチレンになる。 

 

問１ 下線部①について，エタノールからエチレンが生成する反応式を記せ。一方，130～140 ℃では

エタノールからジエチルエーテルが生成する。この反応式も記せ。 

問２ 下線部②について，濃硫酸のかわりに希硫酸を用いるとエチレンは効率的に合成できない。その

理由を記せ。 

問３ エタノールの沸点は 78 ℃である。これに対し，エタノールの構造異性体であるジメチルエーテ

ルの沸点は，－25 ℃である。このように，一般にアルコールは，その構造異性体に比べて沸点が

高い。この理由を簡潔に記せ。 

問４ エチレンの捕集方法を記せ。また，捕集方法がエチレンと同じ気体をＡ欄から４つ選び，その名

称を答えよ。また，それらを発生させるのに必要な試薬をそれぞれＢ欄からふたつ選び，記号で

答えよ。 

<<Ａ欄>> NO2， NH3， O2， HCl， NO， C2H2， CO2， SO2， H2S， Cl2， CO 

<<Ｂ欄>> (ア) 水 (イ) 酢酸 (ウ) 濃硫酸 (エ) 希硝酸 (オ) ギ酸 (カ) 塩素酸カリウム 

(キ) アセチレン (ク) 酸化マンガン(IV) (ケ) 銅 (コ) 鉄 (サ) 炭化カルシウム 

問５ 発生したエチレンを捕集したところ， 27 ℃で 500 mLであった。得られたエチレンの物質量 

(mol）を求めよ。なお，答えは有効数字３桁で，計算式も記すこと。ただし，このときの大気圧

を 1.036 ×105
  
Pa，27 ℃における水の蒸気圧を 3.6×103

  
Pa，気体定数を 8.31×103

 ( L・Pa/K・

mol) とする。 

問６ エチレンの生成を確認するため臭素水に通したところ，臭素水の赤褐色が消えた。この変化を反

応式で記せ。 

問７ 下線部③について，一般にアルデヒド類には還元作用があるため，フェーリング液を還元し，ま

た，銀鏡反応を引き起こす。アセトアルデヒドにフェーリング試薬を作用させた場合の色の変化

を例にならって記せ。（例：黄色→緑色）また，銀鏡反応で用いる試薬名を記せ。           

問８ 下線部④について，以下の合成樹脂のうち付加重合によってつくられるものを４つ選べ。 

（フェノール樹脂， 尿素樹脂， 塩化ビニル樹脂， メラミン樹脂， テフロン， エポキシ樹脂， 

スチロール樹脂， シリコーン樹脂， アクリル樹脂）  
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必要なら，つぎの原子量を用いよ。  H = 1， C = 12， N = 14， O = 16  

 

 2    次の文章を読み，各問いに答えなさい。 

ある鎖状のペプチドXのすべてのペプチド結合を加水分解して， α-アミノ酸 (以下アミノ酸という) の

組成を調べたところ，表 1 に示す 7 種の天然に存在するアミノ酸であることが分かった。また，このうち

セリンは図１のように左から 5 番目に結合することが分かっている。このペプチド X のアミノ酸配列を決

定するために以下の実験 1～8 を行った。 

 

図 1 ペプチド X のアミノ酸配列 

 

表 1 ペプチド X を構成するアミノ酸とそれらの側鎖の構造 
 

名称 側鎖 (R-) 名称 側鎖 (R-) 

アラニン 
 

セリン 
 

グリシン  フェニルアラニン 
 

グルタミン酸 
 

リシン 
 

システイン 
 

 

実験 1：このペプチドXに(a)トリプシンを作用させたら， 6 つのペプチド結合のうち，一カ所だけが切断さ

れ， ペプチドの断片Aとペプチドの断片Bが生成した。 

実験 2：ペプチドの断片Bに(b)キモトリプシンを作用させたら，ペプチド結合のうち，一カ所だけが切断さ

れ，ペプチドの断片Cとアミノ酸Dが生成した。 

実験 3：ペプチドXの(c)N末端アミノ酸 (ア) は， 分子量が 89 で，元素分析値はC 40.4%， H 7.9%， N 15.7%， 

O 36.0%であった。 

実験 4：ペプチドの断片Aとペプチドの断片Cは, (d)ビウレット反応に対してともに陽性であった。 

実験 5：ペプチドの断片 A に，濃水酸化ナトリウム水溶液を加えて加熱し，冷却後，酢酸鉛 (II) 水溶液

を加えると黒色沈殿を生じた。 

実験 6：ペプチドの断片Cの(c)N末端アミノ酸は，旋光性を示さなかった。 

ア イ ウ エ セリン オ カア イ ウ エ セリン オ カ

 
CH2HO

CH2 

(CH2)2HO2C (CH2)4H2N

CH2HS
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必要なら，つぎの原子量を用いよ。  H = 1， C = 12， N = 14， O = 16  

 

実験 7：ペプチドの断片 C に，濃硝酸を加えて加熱すると黄変し，冷却後，アンモニア水を加えると橙黄

色に変色した。 

実験 8：アミノ酸 D 1 mol をエチルエステルにするには，理論上エタノール 2 mol を必要とした。 

 

 (注)  

(a)トリプシンは，塩基性の側鎖をもつアミノ酸のカルボキシ基側のペプチド結合を特異的に切断する酵素。 

(b)キモトリプシンは，ベンゼン環などの芳香族を側鎖にもつアミノ酸のカルボキシ基側のペプチド結合を特異的

に切断する酵素。 

(c)ペプチド鎖の末端には，ペプチド結合につかわれていない遊離のα-アミノ基とα-カルボキシ基が存在する。

遊離のα-アミノ基をもつアミノ酸をN末端アミノ酸，遊離のα-カルボキシ基をもつアミノ酸をC末端アミノ酸と

よぶ。図 1のアミノ酸配列では，左端のアミノ酸 (ア) がペプチドXのN末端アミノ酸であることを示し， 右端

のアミノ酸 (カ) がペプチドXのC末端アミノ酸であることを示す。 

(d)ビウレット反応は，２つ以上のペプチド結合をもつペプチドを検出する呈色反応。 

 

問１ 表 1では，グリシンおよびアラニンのそれぞれの側鎖の構造式を省いてある。 L 型のアラニン (L-

アラニン) の立体構造を下の例にならって記せ。 

HO
CH3

CO2H

C

H  
 

立体構造の記入例 

ここで中央の炭素を紙面上においたとき，太い線で表わ

された結合は紙面の手前，破線で表わされた結合は紙面

の向こう側（裏側）にあることを示す。ただし，これは

アミノ酸の例ではない。 

 

問２ 実験 5 の反応で検出できる官能基または元素名を示せ。 

問３ 実験 7 で用いた特定の構造を持つアミノ酸を検出する方法を一般に何反応というか。その反応名を

記せ。 

問４  (ア)， (ウ)， (エ) および (カ) に該当するアミノ酸の名称をそれぞれ記せ。 

問５ アミノ酸 (ア)， (イ) および (ウ) の各 1分子からできる鎖状ペプチドには何種類の構造異性体が

考えられるか。 何種類かだけを答えればよい。 それぞれの構造異性体を書く必要はない。 

問６ トリプシンやキモトリプシンなどの酵素は，その水溶液中への強酸，有機溶媒や重金属イオンの添

加や加熱によって酵素自体の働きを失くしてしまう。この現象は酵素にどんな変化が起きたためと考

えられるか。 「水素結合」および「立体構造」の用語を用いて５０字以内で記せ。 
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理科 解答用紙 その１ 

受験番号  

 1   
 
問１ 

 

（エタノールからエチレンが生成する反応式） 

 

（エタノールからジエチルエーテルが生成する反応式）

 
※ 

 

 
問２ 

 
 

 
※ 

 

 
問３  

 

 

 
※ 

 

 

問４  捕集方法  

 

気体名  発生に必要な試薬   

気体名  発生に必要な試薬 
  

気体名  発生に必要な試薬 
  

気体名  発生に必要な試薬 
  

※ 

 

 

問５    

（計算式） 

 

 

 

 

 

 

答        mol

※ 

 

※ここは空欄に

しておくこと。
1 

 



理科 解答用紙 その２ 

受験番号  

 1   
 

問６ 

 

（反応式） 

※ 

 

 

問７ 

 

※ 

 色の変化  試薬名  

 

問８ 

 

  

  
※ 

 

 
※ここは空欄に 

しておくこと。  
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理科 解答用紙 その３ 

受験番号  

 2   
 
問１ 

 

（L-アラニンの立体構造） 

 

※ 

 

 
問２ 

 ※ 

 （官能基または元素名） 

 
問３  

※ 

 

 

（反応名） 

 

問４  

 

ア  ウ  

エ  カ  
※ 

 

 

問５ 

 

※ 

 

 

 

 

問６    
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※ここは空欄に 

しておくこと。 
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H = 1 C = 12 N = 14 O = 16,  Na = 23,  Cl = 35.5  
8.3 103 Pa•L / (mol•K)  

 
 
 

 1 

NaCl  

 

 a) Na 11 Cl 17

 

 b) 496 kJ mol!1 K

419 kJ mol!1

 

 (c)  

37 °C 7.7 105 Pa

100 mL g

 

Na+ Cl!

 (1) (6)

 Cl

58.5 g 3.89 kJ

 

 

 

 
 
 

 

Na  (s) +  Cl2 (g) NaCl (s) +  411 kJ

Na (g)  Na
+

(g) + e!  496 kJ

2

1

Na
+ 

(g)  + aq Na
+

aq  + 404 kJ

Cl2 (g 2Cl g  243 kJ

Na (s)   Na (g)   109 kJ

Cl! (g)  + aq   Cl!aq + 373 kJ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

 

 (g) 

 (s) 

aq 

 

 



H = 1 C = 12 N = 14 O = 16,  Na = 23,  Cl = 35.5  
8.3 103 Pa•L / (mol•K)  

 
 
 

 2 

 801 °C

360 mL 30 mL

 

 

 

•••••••••••••••••• 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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••••••••••••••••••••••  

••••• •••••  
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100 mL  

 

 

 

 120 mm  

100 mL  

 

 (  100 mm) 

 

 
 

   

     

 

 

 



H = 1 C = 12 N = 14 O = 16,  Na = 23,  Cl = 35.5  
8.3 103 Pa•L / (mol•K)  
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Novel H1N1 (referred to as “swine flu” early on) is a new influenza virus causing illness in 

people. This new virus was first detected in people in the United States in April 2009. This virus is 

spreading from person-to-person worldwide, probably in much the same way that regular 

seasonal influenza viruses spread. On June 11, 2009, the World Health Organization (WHO) 

signaled that a pandemic of novel H1N1 flu was underway.  

This virus was originally referred to as “swine flu” because laboratory testing showed that 

many of the genes in this new virus were very similar to influenza viruses that normally occur in 

pigs (swine) in North America. But further study has shown that this new virus is very different 

from what normally circulates in North American pigs. It has two genes from flu viruses that 

normally circulate in pigs in Europe and Asia and bird (avian) genes and human genes. Scientists 

call this a “quadruple reassortant” virus. 

Novel H1N1 virus is contagious and is spreading from human to human. Spread of novel 

H1N1 virus is thought to occur in the same way that seasonal flu spreads. Flu viruses are spread 

mainly from person to person through (  a  ) by people with influenza. Sometimes people may 

become infected by touching something – such as a (  b  )– with flu viruses on it and then 

touching their mouth or nose. 

The symptoms of novel H1N1 flu virus in people include fever, cough, sore throat, (  c  ) 

nose, body aches, headache, (  d  ). A significant number of people who have been infected with 

this virus also have reported (  e  ). Severe illnesses and death has occurred as a result of illness 

associated with this virus. 

Illness with the new H1N1 virus has ranged from mild to severe. While most people who have 

been sick have recovered without needing medical treatment, hospitalizations and deaths from 

infection with this virus have occurred. 

In seasonal flu, certain people are at “high risk” of serious complications. This includes 

people 65 years and older, children younger than five years old, pregnant women, and people of 

any age with certain chronic medical conditions. 

About 70 percent of people who have been hospitalized with this novel H1N1 virus have had 

one or more medical conditions previously recognized as placing people at “high risk” of serious 

seasonal flu-related complications. 

 

( )  

 

1 CDC HP
HP

HP
CDC  
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  1.  in-flu-enza   2. pan-de-mic   3. o-ri-gi-nally   4. sig-ni-fi-cant   5. oc-cur  
 

 a  e  
 

1. chills and fatigue   2. coughing or sneezing      3. runny or stuffy  

4. diarrhea and vomiting    5. surface or object 
 

 
 

 pandemic  contagious   symptom   complications   chronic 

 

1. any feeling of illness or physical or mental change which is caused by a particular disease 

2. an illness or disease that affects the population of a large area 

3. continuing for a long time especially of a disease or something bad   

4. describes a disease that can be caught by touching someone with the disease or a piece of 

infected clothing 

5. an additional medical problem which makes it more difficult to treat an existing illness 

 

    

80 quadruple reassortant

 
 

 

 

 

 

 

 

 

(Usain Bolt)

 

 

1  2  3  1  2  3  1  2  3  4  1  2  3  4  1  2  
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平成２３年度 

 

 
推薦入学 Ａ 

 

 

総合試験 問題冊子 

 
 
 

◎開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。 

 
 

注 意 事 項 

 
問題冊子は，「英語」のあとに「理科」があります。解答時間は合計で２時間です。 

 
●解答は，解答用紙の指定された欄に記入してください。 

●問題の内容については，質問しないこと。 

●試験中に，印刷の不鮮明な箇所やページの脱落などに気づいた場合は，手を挙げて監督者に知

らせてください。 

●途中で退出できません。 

●途中で気分が悪くなったりした場合，監督者に申し出てください。 

●この問題冊子の余白は，下書きなどに利用してかまいませんが，どのページも切り離してはい

けません。 

●試験終了後，この問題冊子は持ち帰ってください。 

 
 

●解答時間：９時３０分から１１時３０分 
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英語（解答はすべて解答用紙に記入すること） 
 
 1   次の「熱中症」についての文章を読み、各問いに答えなさい。 

 
① Heat    ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
② The ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・  

・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・ ・ ・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・  
③ Symptoms ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
④ Those ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

（注意） １ は、MedicineNet.Inc. のホームページ（ＨＰ）に掲載された熱中症についての科学記事

（http://www.medicinenet.com/heat_stroke/article.htm）を題材に作成しました。試験問題として利

用した他者の著作物をＨＰ上に掲載することは「著作権法第３６条」に抵触する恐れがありますので、

本学ＨＰに該当原文を掲載できません。 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
⑤ The・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・                    
（medicinenet.com から引用、抜粋） 

問１ 次の各語の強勢の位置を番号で答えなさい。 

    1.   el-e-vat-ed   2. gen-er-ate   3.  me-tab-o-lism  

4. de-vel-op     5. in-di-vid-u-al  

 
問２ 段落①で、hyperthermia（異常高熱）として取り上げられている３つのタイプを段落①から選び、

英語で挙げなさい。 

 

問３ 段落②の下線を引いた各語の説明として正しいものを選びその番号を書きなさい。 

 

a. radiation  b. evaporation   c. humidity  d. exertion  e. dehydration  

 

1. to cause a liquid to change to a gas, especially by heating  

2. to lose water, ill or weak because you do not have enough water in your body 

3. a measurement of how much water there is in the air 

4. energy in the form of heat or light that you cannot see  

5. strong mental or physical effort  

 

問４ 段落③ の（ Ⓐ ）～（ Ⓔ ）に入れるのに適切な語句を、下から選んでその番号を書きなさい。 

 

1. skin   2. temperature    3. sweating   4. breathing   5. pulse 

 

 

問５ 段落①から⑤にそれぞれ小見出しをつけるとすれば、どれがよいか。下から選んでその番号を書きな

さい。 

① ①  ② ①

①  ②  ③  ① ③ ④ 

④ ③  

⑤ 

 ③④

② 

③ ②② 



 

- 3 - 

 

1. How do you treat a heat stroke victim? 

2. What is heat stroke? 

3. What are heat stroke symptoms and signs? 

4. What should you do to prevent heat stroke? 

5. What is the cause of heat stroke? 

  

問６ 段落④の下線部を日本語に訳しなさい。 

 

問７ 段落⑤の下線部を日本語に訳しなさい。 

 

 

 2   次の日本文を英語に訳しなさい。 

 

シアトル・マリナーズ（Seattle Mariners）のイチロー選手は、自身が持つ大リーグ（Major League）

記録を更新する１０年連続の２００安打を達成した。 

スーパースター・イチローが折々に語ることばは、私たちに考えさせてくれる。あるものは励ましに、

またあるものは自戒のことばとなる。そのなかに、「小さいことを積み重ねるのが、とんでもないところ

に行くただひとつの道だと思います」というのがある。 

 
 

英語問題（３枚のうちの３枚目）



 

 1 

 

T P 

 
 

1 BO CO

 

2 C  

3 O  

4

Pa  

5

 

6 25.0 °C

 

7

 

8  

 (a)  

 (b) (II)  

 (c)  

 (d)  

9  

10 

 

 (a)  

  (b)  

 (c)   

(d)

 

 (e)  

 (f)  

 

 
 

P ( �105 Pa)

T (°C)

1.0

5.1

67

73

—78.3 —56.2 25.0 31.2

O

A

B

C

 (a) (b) (c) (d) (e) (f) 

1       

2       

3       

4       

5       

 

H = 1.0 C = 12 O = 16 Na = 23 I = 127 
2  

 

 



 

 2 

11  A  C D F  G H

 

 

 (1) 

 

 (2) 

 (3) 

3  

2 k1 [H+] [HCO3
——]  [H2CO3] 

 

 

k1  

 

 

2 D    E      

 

k1   

 

1 atm 1.0  10—5  mol L  

4.0 10—7 mol L  

D F 

                                G mol L  

pH log102 = 0.30  

pH log10(       D  )   H   

 

 

 

 

 

 

 

 

     D      E 

     F 

     

     A 

        B 

        C 

      F 

      D 2 
(                 ) 

 



 

 3 

 
 

, 3  , 

 (12 ) , 

 , 

 

,  (

)  

 , 

 

 

X  

( 1) X , 1 3

A B C  

( 2) X 1.00 g 108.5 mL

  

( 3) B C , D   

( 4) X 7.00 g 1.017 g   

( 5) A , B C

 

( 6) B 42.3 mg , 118.8 mg  45.9 mg  

 

1  ,  

2 X  , X 100 g

 

3 X   

4 75  

 

5 , 

 

 

 

 

 

 

 

CH2
CH

CH2

OCH3CO

OC2H3CO

OC2H5CO
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解答用紙 

 
◎指示があるまで開いてはいけません。 

 
 

注意事項 

●開始の合図があれば，解答用紙が合計５枚（この表紙を含めず）あることを確認してください。 

●開始の合図のあと，解答用紙５枚の各ページ右上の枠すべてに受験番号を記入してください。 

●解答は，解答用紙の所定の欄に記入してください。 
●解答用紙は，綴じた部分を離してはいけません。 
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 1   

 
問１ 

1 2 3 4 5 

     

 

問２ 

 

   

 
  

 
問３   

 

a b c d e 

     

 

問４  

 

Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ Ⓔ 

     

 

問５    

 

 

① ② ③ ④ ⑤ 

     

 

受験番号 
 

英語 解答用紙 その１ 

※ 

 

※ 

 

※ 

 

※ここは空欄に

しておくこと。

※ 

 

※ 
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 1   
問６ 

（下線部を和訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 

（下線部を和訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験番号 

英語 解答用紙 その２ 

※ここは空欄に 

しておくこと。 

※ 

受験番号 
 

英語 解答用紙 その２ 

※ 

※ 
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 2   
（全文英訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ここは空欄に 

しておくこと。 

※ 

受験番号 
 

※ 

英語 解答用紙 その３ 



1 

 

 1   

 

問 1  問 2  問 3  

問 4                   Pa 問 5  問 6                    Pa 

 
問 7 

 

               

               

               

               

               

 
 

問 8  問 9  

問 10   

 

問 11 

A 

（式） 

B 

（式） 

C 
（式） 

D 

 

E 
 

F 
 

G  H  

 

受験番号 
 

理科 解答用紙 その１ 

※ 

 

※ 

 

※ 

 

※ 

 

※ここは空

欄にしてお

くこと。 



2 

 

2 
問１ 

ア  イ  ウ  

エ  オ   

問２ 

(分子量を求めた計算過程) 

 

 

答（油脂の分子量）             

 

（ヨウ素価を求めた計算過程） 

 

答（ヨウ素価）             

問３ 

（構造式） 

問４ 

               

               

               

               

               

問５ 

 

※ 

 

※ここは空

欄にしてお

くこと。 

※ 

 

※ 

 

※ 

 

※ 

 

※ 

 

理科 解答用紙 その２ 

受験番号 
 



 
 

 

 
 

  

 

  

    

  
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 



 

 i 

 

Flu season is here and so is the need to be protected by getting vaccinated. Flu vaccines 

contain a very small amount of egg protein, so before giving it doctors ask if you are allergic to eggs. 

But do you really know if you are allergic to eggs? Could you have egg intolerance? Food allergies 

affect millions of adults and children. On the flip side, many people think they are allergic and 

unnecessarily avoid certain products. The big difference between a food intolerance and allergy is an 

allergy can cause a serious or even life-threatening reaction. This is why it is important to know if you 

have an allergy or intolerance to egg when you receive a flu vaccination. An allergist/immunologist 

has specialized training to properly diagnose your reaction to eggs or other foods.  

Food intolerance(a) happens in the digestive system(b) and occurs when you are unable to 

properly breakdown food. This could be due to enzyme deficiencies(c), sensitivity to food additives(d)  

or reactions to naturally occurring chemicals(e)  in foods.  

According to the leading experts in allergy, an allergic reaction (  A  ) in the immune system. 

Our immune system (  B  ) us from (  C  ) organisms that can (  D  ) illness. If you have an 

allergy, your immune system (  E  ) an otherwise harmless substance as an invader. This substance 

is called an allergen.  

If you have an allergy to eggs, your immune system identifies eggs as an invader or allergen. 

Your immune system overreacts by producing antibodies called Immunoglobulin E (IgE). These 

antibodies travel to cells that release chemicals, causing an allergic reaction. 

Recent studies show that most egg allergic individuals can receive the flu vaccine safely under 

the care of their allergist. There are two ways people with confirmed egg allergy can receive the flu 

vaccine without being skin tested for the vaccine first. One way is to receive the vaccine in two parts. 

You receive 10 percent of the full dose and wait 30 minutes to see if allergic symptoms develop. If 

symptoms do not develop, the remainder of the dosage is given and another 30 minute observation 

period is held. Another way is to give the entire vaccine followed by a 30 minute observation period. 

Both should be used under the direction of an allergist skilled in administering the vaccine to people 

with food allergies. 

http://www.aaaai.org homepage  

 

 

 

1. vac-cine  2.  pro-tein  3.  al-ler-gic  4. un-nec-es-sar-i-ly 5.  di-ag-nose 
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(a)  food intolerance        (b)  digestive system        (c)  enzyme deficiency 

(d)  food additives          (e)  naturally occurring chemicals 

 

1. the bodily system concerned with the ingestion, digestion, and absorption of food 

2. exceptional sensitivity to a food, specifically, inability to properly metabolize or absorb a 

substance 

3. a shortage of substances that are produced by living organisms functioning as biochemical 

catalysts. 

4. unprocessed substances existing in a natural environment 

5. substances mixed with food to preserve flavor or enhance its taste and appearance  
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